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平成平成平成平成２３２３２３２３年第年第年第年第２２２２回議会報告会実施報告回議会報告会実施報告回議会報告会実施報告回議会報告会実施報告書書書書 

 

開 催 日 時  平成２３年１１月１９日（土） １９時３０分 ～２０時５２分 

開 催 場 所  山城福祉センター １階大ホール 

担 当 議 員  

班代表者 西岡（努） 

司 会 者 河口 

報 告 者 酒井 

記 録 者 谷川 

班    員 
（上記以外） 

吉元・髙味 

 一般参加人数 ６人 
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Ｑ ＵＲに提出された意見書の中に、文化会館等の要望やその土地・敷

地の提供等は無いのか。 

Ａ 今回のＵＲに対する意見書は、25 年度にＵＲが撤退する中で、今、

中止になった北地区と東地区において、中間答申では木津川市に移管

する方向で進んでいるが、その場所を維持するためには多額な費用が

必要となる。木津川市は、それにつけてＵＲが維持するなら譲り受け

るが、そうでなければ駄目ですよと言う意見書を出すということであ

る。北地区と東地区の土地利用は最終的にはまだ決まってなく、今パ

ブリックコメントで聞いているところである。 

 

Ｑ 旧山城町域は「アスピア」、旧加茂町域は「あじさいホール」があ

って、旧木津町行域には「いずみホール」があるが、木津川市にとっ

て統合されたものは何も無い。文化的なことについては、何も出され

ていないのか。ＵＲが撤退されるなら、木津高付近等に何か残してい

かれるのかなあと思ったが。 

Ａ 今回のＵＲに対しての意見書は、ＵＲも初めは住宅公社として旧木

津町域における開発を指導してきた。バブルが弾けたことと行財政改

革の中でＵＲの存続自体が国の事業仕分け等で廃止の方向の形に置

かれていく中で、このままの状態で北地区・東地区を放置されて、Ｕ

Ｒが撤退されたら大変だと、この事業は国がメインで開発されてきた

中で、ＵＲがこのまま無責任に撤退されたら木津川市としてはこのよ

うな開発を進められる財政がないので、最終的に北地区と東地区をど

のようにしていくのかを、ＵＲや大学教授・国・府で協議中である。

議会として、ＵＲに対しもう少し責任を持ち、ＵＲとしての撤退時期

等も含めた協議をして欲しいという意見書を提出した。 

 

Ｑ インターネットに掲載されている決算書を見たが、議員自身が決算

報告書を見た時、何か感じるものはなかったのか。何故、行政の方に
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もっと突っ込んだことを聞けなかったのか。議員は行政改革をどう進

めようとされているか、聞こえてこない。 

山城支所・加茂支所の機能を最後どうされるのか等、もっと議論し

て欲しい。 

敬老会の会場や事業のあり方はどうか。 

Ａ 22 年度の決算は黒字で終わった。基金（預金）としたことも事実で

ある。議員個人としては、預金を全額しなくても住民サービスに使っ

ても良かったのではないかと、反省として残っている。来年 3 月、24

年度予算審議をする際、行政の提案することに対ししっかり意見を述

べていく。 

議員にとっての行財政改革には限界があり、敬老会事業について一

部の支持者からは充実させて欲しい声もあり、賛否両論である。最終

的には民主主義による。今後議員として予算・決算をより一層審議す

る。 

 

Ｑ 山城支所での職務は、今後どのように変わるのか。 

休日応急診療所が議会で承認されたが、その内容は。夜間診療もお

願いしたい。 

Ａ 山城支所の職務については平成 24 年 4 月から 2課から 1課になる。

地域総務課が本庁に合併される。 

休日応急診療所は、相楽郡広域事務組合の対応（相楽全体）で、医

師会の協力を得て、来年 6 月開設を目指し進んでいる。一次的な診療

（応急のみ）で昼間だけである。 

 

Ｑ 10 月 1 日から山城病院の整形外科医師が常勤されたと聞いている

が、その内容は。 

Ａ 常勤の方が１名配置された。以前は常勤ではなかった。しかし、1

名では毎日は困難であり、内科医の協力も得て診察をしている状況で

ある。今後、整形外科医を増やしていかねばならない。 

 

Ｑ 水道料金の改定については賛成・反対と言う気はないが、聞くとこ

ろによると基金があるそうである。基金そのものの性質を教えて欲し

い。 

Ａ 基金は、現在 25 億円。平成 18 年度末残高は 42 億円（旧木津町 42

億円・旧加茂町 4 億円・旧山城町 0 円）で、約 22 億円は木津南・中

央地区の水道のインフラ整備に支出した。 

基金には 2 つの要因がある。1 つは水道料金が黒字の場合と、もう

1 つは寄附金（開発に伴う）がある。5 年前の 42 億円の内、そのほと

んどが開発基金である。基金が減った理由は開発に伴うもので、給水

原価と供給単価の格差を埋めていくもので、5 年間 10 億円を使ってい

る。 
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  上記のとおり、報告します。 

 

平成２３年１２月５日 

 

木津川市議会議長 尾 﨑 輝 雄 様 

 

平成２３年第２回議会報告会  

第４班代表者  西 岡  努 

質問・要望 

 等で行政側

へ報告すべ 

き内容 

委託されている支所の宿日直者は、どのような仕事をされているのか。 

そ の 他 

特 記 事 項  

 


